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 第 7 章：現代トルコを率いる公正発展党(AKP)やエルドアン大統領もトルコ・ナショ
ナリズムを否定し、トルコが多民族国家であるとしてきた。AKP政権は立て続けの民主
化改革を行い、アレヴィーやクルド勢力との対話も重ねてきた。だが近年、民主化改革
は鳴りを潜め、強権主義的な態度が常態化し、クルド武装勢力によるテロも頻発してい
る。対話によるクルド問題の解決は遠ざかっている。同政権下では、トルコ国民の性質
を示す「トルコ性」に関する議論も行われた。主要政党側は、それは「トルコ民族」を
指すものではなく、あらゆる諸民族を包摂した「トルコ国民」を指すものだと主張し、
クルド政党から多くの反発を招いた。こうしたトルコ国家・政権側の、国民概念の内実
に対する誤魔化しが続く限り、真の国民的連帯と統合は果たされないだろう。 
 終章：多様性と国家不可分性の間で揺れるトルコだが、国民の間の分断を解消するた
めに重要なのは、スンニ派トルコ民族に占有された国民概念やナショナル・アイデンテ
ィティーとこれらを支える制度の再考であり、諸民族・諸宗教宗派を考慮したうえでの
再構成である。国民をまとめ上げる新たな概念・制度を俎上に載せるために、「平等な
トルコ国民」という欺瞞と矛盾を理解し、乗り越えることが何よりも重要なのである。 
 
